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まえがき

この報告書は, 1996年7月21日より1996年8月3日までのADCA (海外農業開発コ

ンサルタンツ協会)プロジェクト･ファインディング調査団によるソロモン諸島国に於

ける農業開発の調査結果を基に､ガダルカナル平原総合農業開発基本計画についてとり

まとめたものである｡

今回の調査はガダルカナル島と対岸のマライタ島で農業開発の可能性を確認するた

め､現地踏査を実施した｡マライタ島は個々の河川流域が狭く､まとまった平地部がな

いため小規模な水田農業開発であれば可能と考えられる｡しかしソロモン諸島政府の急

務は､急増している米の輸入による外貨流出に見合う産業の確立と先が見えている林業

を維持してゆくための代替輸出産業が必要となっている｡これに対応するには､まず先

に広大な農業適地を持ったガダルカナル平原(約3 7 7 km2)の総合農業開発が最も適

切な手段と考えられる｡この地域は1 9 7 0年代からオイルパームのプランテーション

利用が盛んであるが､未開発農業適地を残し､土地資源と水資源の有効利用を図るには

平野部全体の開発構想の検討が必要である｡この構想検討により,有利な事業開発を順

次実施することが重要である｡

近年ソロモン諸島では米食噂好に変わりつつあり､米が注目されている｡このような

状況に加え､この地区は雨期及び乾期を通して十分な水源量が期待でき､その上投資効

果をを考えた場合､作目としては当然米作から開始する事が望ましい0

ソロモン諸島の耕作可能面積は全島併せて約3 0%であるが､国家的見地からこの農

業開発基地を考慮した場合､まとまった面積を提供できる所はガダルカナル平原だけで

ある｡開発後のプロジェクトは首都ホニアラに近接しており､完備された国道があるた

め流通には好条件である｡このような農業開発を首都のあるガダルカナル島で実施した

場合､近隣地域および他島-の波及効果が大いに期待できる｡

最後に調査にご協力を賜った関係各位に深く謝意を表するものであります｡

団長 :新井弘隆

かんがい排水 :井関善民

地形図作成 :渡辺 徹
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第1章 ソロモン諸島の現況

1. 1 位置及び地積

ソロモン諸島(Solomon lsalands)は､大洋州メラネシアの1つで､ニューギニア島よ

り約1, 000km東方､東経155o 30'-170o 30'､南緯 5o 10'-12o 45'に位置する

主要7島と約1 50島に及ぶ小島からなっている｡陸地総面積は28, 370km2を有

し､北西から南東-､約1, 400kmに渡って展開する島喚群である｡主要7島は首

都ホニアラの位置する旧英領のガダルカナル島､南部諸島のマライタ島､サンクリスト

パル島､旧ドイツ統治領の北部諸島のサンタ･イザベル島､世界最大のラグーンと言わ

れるマロボ礁湖を有するニュージョージア諸島､パプアニューギニアの最東部ブーゲン

ビル島に接するチョイスル島等から成る｡その他サンクリストパル島の3 5 0km東方

のサンタクルーズ諸島も有する｡このうち今回の調査では､ソロモン国の本島であるガ

ダルカナル島及び対岸の総人口2 4%を占めるマライタ島の両島で現地踏査を行った｡

秦-1. 1 地域別陸地面積

州名 島喚グループ
(内数)

陸地面積
km2

%

1Guadalcana1 5,336 18.81

2Malaita 4,225 14.89

3Western 5,475 19.30

Shortlands 410 1.45

Ve11aLaVe11a 868 3.06

RoViana 2,417 8.52

Marovo 1,780 6.27

4Choiseu1 3,837 13.52

5Ⅰsabe1 4,136 14.58

6Centra1 615 2.17

Russe1Ⅰslands 231 0.81

SaVo 30 0.ll

Nggela 354 1.25

7Makira 3,188 ll.24

Makira 3,125 ll.02

Ullawa 63 0.22

8Temotu 865 3.05

ReefⅠslands 29 0.10

SantaCruz 586 2.07

Utupua 69 0.24

Vanikoro

Tikopia

Anuta

174

4

3

0.61

0.01

0.01

9Renne11/Bellona 671 2.37

10Honiara 22 0.08

計 28,370 100.00

出典: solomon lslands 1993 Statistical Yearbook
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1. 2 行政及び人口

ソロモン諸島の略史は､ 1 5 6 8年スペイン人メンダナがサンタ･イザベル島に来航､

1 893年英国､南ソロモン諸島領有を宣言､ 1 900年英国､独より北ソロモン諸島

を宣言､ 1942年日本軍､ソロモン諸島を占有､ 1978年 7月7日独立､ 197

8年9月国連加盟､現政体は英連邦の一員で､立憲君主制､元首は英国エリザベスニ世､

ガダルカナル島に総督を置く｡ 1 9 8 0年8月に総選挙による当初の内閣成立｡

行政はガダルカナル島のホニアラ市を首都とし､下記の9州を構成している｡しかし

近年､ホニアラ市が1 0番目の特別区として成立している｡現在はToⅥ1 Councilにより

運営されているが､近い将来州レベル都市として運営される予定である｡なお､レンネ

ル･ベロナ州は1 9 94年に新規に出来た州である｡

表-1. 2 州名及び都市
(単位:人)

州名 位置 主要都市 人口

1.ガダルカナル州 ガダルカナル島 ホニアラ市 124,300

2.マライタ州 マライタ島及び アウキ市 93,100

北方のオントンジャワ環, クコノレ

3.西部州 ニュージョージア諸島 ギゾ市 75,700

4.チョイスル州 チョイスル島 タロ市

5.イザベル州 サンタ.イザベル島 プアラ市 19,000

6.中部州 フロリダ諸島及び ツラギ 24,200

サボ島､ラッセル島 ヤンデイナ

7.マキラ州 サンクリストパル島 キラキラ市 29,400

8.テモツ州 サンタクルーズ諸島 ラタ市 18,400

9.レンネル.ベロナ州 レンネル島 ティゴア

計 384,100

国民の民族構成はメラネシア系が殆どで､ 94. 2%､ポリネシア系3. 7%､ミク

ロネシア系1. 4%,その他であるo 1996年の推計総人口は384, 100人､人

口密度平均13. 5人/km2､首都ホニアラ市の人口は49, 000人で､ 12. 8%を

占める｡
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秦-1. 3 地域別人口分布

地域 男 女 計 割合
1WestProVince 40,214 35,444 75,658 19.7%

2ⅠsabelProVince 9,482 9,500 18,982 4.9%

3CentralProVince 13,218 ll,003 24,221 6.3%

4GuadalcanalProVince 40,198 35,073 75,271 19.6%

5Honiara 25,953 23,089 49,042 12.8%

6Ma1aitaProvince 45,327 47,760 93,087 24.2%

7MakiraProvince 15,087 14,292 29,379 7.6%

8Te皿OtuProVince 8,872 9,544 18,416 4.8%

9Renne11/BellonaProVince

計 198,35:I. 185,705 384,056 100.0%

注: 1 9 9 6年推定,Rennel/Bellona州の人口は他J)州こ含むo
出典: statitistic Office, Honiara

義-1.4 総人口の増加傾向

午 人口 指数 備考
1970 161,000 100.0

1976 196,800 122.2

1986 285,176 177.1 国勢調査による
1994 384,100 238.6 大蔵省統計局推計､人口密度13.5人/km2

1 976-1 986の年人口増加率3. 5%を基準に現在も人口推計を行っている｡

男女の比率はほぼ同じであるが､男性は5 1. 6%でやや多い｡人口の年齢構成は

1 6歳以下が約半分を占める｡平均余命は6 0歳､平均1戸当たりの所帯人口は､

6･ 5人である｡人口の約90%は､農村地域に居住し､残り10%が都市部にいる｡

メラネシア系住民は主として本島のガダルカナル島に住み､ポリネシア系住民は外島に

多く住んでいる｡国民の大多数は自給自足で生活し､家族､またはワントーク･システ

ム(Wantok system,部族内の連携･制約)に固執しているo

言語は各地方ごとに存在するが､一般に英語と現地語が混同して共通語(PIJIN語)とし

て広く使われている｡また､公用語として英語が使用されている｡

農業開発担当部局は農業･水産省の農業局農地開発管理部で､特に国家開発計画省､

森林環貴保護省及び州政府が関連するo地形図図化業務は土地･住宅省の測量･地図作

製局が担当する｡現在の政府主要省庁は以下の通りである｡
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秦-1. 5 政府主要省庁

1. 3 経済の動向

ソロモン諸島国の経済は､第一次産業(木材､魚､ハ○-ムオイル､コプラ)を中心としている.

国民総生産は291百万米ドル(94年)､一人当たりのGNPは約680米ドル

(94年)
､経済成長率1.

8% (85-94年平均)
､物価上昇率は11.

2%

(85-94年)平均である. 1995年の貿易収支は出超20. 8百万ソロモンS､ 1

991年には入超77. 0百万ソロモンSであり､近年はじめて1995年に出超とな

っている｡

表一1.6 1991年から1995年の貿易収支
(SI紬illion)

1991 1992 1993 1994 1995

輸出額 228.7 301.2 411.4 467.9 573.2

輸入額 305.7 326.6 436.3 468.1 552.4

貿易収支 -77.0 -25.4 -24.9 -0.2 20.8

出典: Central Bank of Solomon
Annual Report 1995

上表のうち輸入額の増加は､特に機械･輸送機器が大きく､次いで工業製品と米が大

きいo
一方輸出の増加は､主として木材､魚類､ ′､o-ム油､コプラである｡資源に限りの見

える木材輸出が輸出増の大半をしめており､他産業の進展が不可欠となっている｡
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秦-1. 7 分野別産業人口
単位:人

_ _.産業分竪_農業
林業
漁業

工業
電気･水道
建設

小売り･卸売り
輸送･通信
金融

公共行政

その他
計

1992 1993 1994 1995

0

5

0

2

0

1

ー

8

2

0

5

6

4

4

2

ー

8

4

5

2

1

5

ー

ー

5

7

5

6

4

3

2

ー

4, 372

4

2

ー

228

588

819

562

4

5

1

9

8

00

5

6

9

5

6

6

3

3

2

ー

8

4

9

ー

6

9

3

8

7

1

2

ー

2

3

6

6

5

7

2

2

7

1

3

1

0

8

5

5

6

8

5

2

8

ー

3

ー

6

ー

0

8

5

6

6

0

8

1

3

1

4

2

5

ー

2

7

6

8

4

9

0

4

3

2

7

8

2

5

2

3

4

6

7

7

7

8

4

4

6

7

7

7

495 35 357 36 100 34,211

出典: National Provident Fund/
Central Bank of solomon lslands,Annual Report 1995

秦-1. 8 主要産物生産量

品名 単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995

267, 000 -7

2

0

7

9

4

3

4

3

3

2

5木材 m3 442,000336,000640,000

漁獲高 ton 25,986 50,859 39,996

パーム･オイル ton 22,104 22,518 30, 548

パーム核 ton 5,051 4,992 6,781

コプラ ton 34,306 25,133 29,073

ココナッツ油 ton 2,693 2,717 3,879

==7 ton 3.895 4,615 4,159

0

6

6

0

8

8

0

4

9

3

7

4

5

0

0

39,

29,

7,

22

0

7

ー

5

3

2

3

6

1

5

6

9

5

2

5

7

0

3

ー

8

6

4

8

1

6

62

3

0

8

0

2

2

7

8

3

4

4

2

7

7

2

3

8

3

2

3

6

7

8

9

2

2

出典: Statistics Division, Ministry of Finance

秦-1. 9 主要輸出品価格別割合
単位:%

年次 コプラ 木材 魚類 オイルパームココア その他

1985 22.

1986 5.

1987 8.

1988 9.

1989 12.

1990 6.

1991 4.

1992 7.

1993 4.

1994 3.

1995 5.

6 23.9 30.8

2 31.1 46.1

0 29.0 41.0

2 23.3 46.0

2 24. 1 38.2

2 34.3 29.9

5 23.3 46.3

0 36.4 28.9

5 56.3 20. 1

7 56.3 20.2

7 49.4 25.3

2

2

9

2

7

9

ー

8

3

4

6

3

5

5

8

ー

0

9

ー

9

8

2

4.8 4.6

5.6 6.8

7.4 8.6

4,4 9.0

4.6 9.1

6.4 12.4

6.0 10.9

4.7 11.2

4.1 5.7

2.0 9.4

2.3 4.7

出展: Statistics Division, Ministry of Finance
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表-1. 10 主要品目輸入金額
単位: SI$1
1994 1995

61, 783

6, 992

4, 574

38, 466

3, 476

25, 380

94, 931

181, 606

44, 489

6, 423

468. 120

1992 1993

52, 990

482

l

1

8

7

1

1

5

6

9

6

7

2

0

6

6

3

6

9

4

7

7

0

5

6

5

2

0

ー

0

ー

2

2

5

4

2

9

7

4

1

2

7

0

ー

0

6

4

1

4

4

1

7

5

2

6

2

6

4

5

0

8

4

9

4

3

6

5

7

3

3

5

9

3

9

2

4

3

15,

9

1

3

5

5

ー

3

1

1990 1991

9

8

3

2

ー

7

0

0

9

4

1

0

9

7

3

1

3

4

ー

9

9

2

6

4

5

5

5

8

7

8

0
(古

2

6

4

8

3

6

2

9

6

5

1

6

9

2

36,211

7, 580

2, 064

30, 440

1, 358

ll,710

55, 257

58, 660

24, 433

3. 323

231. 036 305, 713 326, 609436

注入品目 細目

食料
飲料･タバコ
原材料
鉱物性燃料

動植物油脂
化学品

工業製品
機械･輸送機器

その他工業製品

皇生壁｣______
計

出典: Statistics Division, Ministry of Finance

主要品目輸出金額

1990 1991
~~~~~~~~■■■■■■■■■=

31,226 67,689

18,403 35,957

3,556 2,m

53, 185 106,4日

56,526 49,455

も285 +4,102
60,811 53,557

表-1. ll

EE堅当室 酌量

魚類

冷凍

缶詰

______________塵製_______
______止蔓L_______________木材

丸太

________製堕_
_______坐L__________オイルパーム

単位: SI‡1,000
1994 1995

32,583 73,987

60,388 65,281

6,098 6,443

99,069 145,711

267, 072 269, 616

9,685 13,335

276, 757 282, 951

36,921 66,544

4 217 5.493

ヰ1 138 丁2.037

18,367 32,852

2,013 4,122

20,380 36,974

9,701 13,424

1,097 5,568

292 631

9,154 8,426

34,076 7,429

491,664 573

1992 1993

48,131 28,589

36,756 48,050

3,063 6,048_

87,950 82,687

104,018 221,725

6,430 9,990

110,448 231,715

パーム･オイル17,933 19,345 32,900 35,808

竺竺- 1三:;…言2去:58提蓋
コプラ 10,936 10,369 21,294 18,533

竺油12,:芸;
1…:買写哉11,375 13,728 14,368 16,804

6,305 2,719 1,476 905

1,198 1,252 843 947

6,718 14,515 22,421 13,172

5.320 4.577 3,772 3.945

177,635 229,888 303,852 411,4型

小計

ココヤシ

小計
カカオ

貝殻
金

その他

再輸出
合計

出典: Statistics Division,Ministry of Finance
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表-1. 12 外貨交換率

期間 USS A$ 100Yen lndex

1985-100

1987 2.

1988 2.

1989 2.

1990 2.

1991 2.

1992 2.

1993 3.

1994 3.

1995 3.

1996. Jul

00 1. 40

08 1. 63

29 1.81

52 1. 97

71 2.ll

92 2. 15

18 2. 17

29 2. 40

41 2.52

1.39 173.9

1.63 197.3

1. 66 209. 3

1.75 231.0

2.03 254. 3

2.31 277.9

2. 87 306. 6

3. 23 337. 0

3. 64 367. 6

3.46 2.68 3.22

出典: Central Bank of Solomon lslamds

1. 4 気象

ソロモン諸島の首都ホニアラ市の年平均気温は2 6. 7℃､最寒月でも2 5. 3℃で､

年平均最小月の降水量も6 8mmを持ち､熱帯多雨森林気候帯に属する｡年雨量はホニ

アラ市で近年の平均は1 6 4 4mmである｡しかしながら過去1 0カ年の間､降水量6

omm以下の月も30%を占めていることより､サバナ気候との中間にあり､年中多雨

ではなく､乾期がある｡一方降雨記録ではガダルカナル島の南､マカラコンブ山の麓の

チコラ村で1 9 72年に年間1 0, 000mmを超えた記録がある｡全国平均では年雨

量約3, 6 0 0mmである｡また赤道季節風地帯のため､海洋性季節風の影響､特に熱

帯性暴風雨(サイクロン)の発生が多い｡ソロモン諸島を通過するサイクロンは1 1月

から6月にかけてであり､多量の降雨をもたらす｡サイクロンの進路は北東から来るの

が多いが､ソロモン諸島上を円を措くものもあり､各地での降水量に大きく影響をもた

らしている｡

過去1 0カ年のホニアラ市での気象状況は次の通りである｡

秦-1. 13 ホニアラ市の平均気象

年雨量 相対湿度 日照時間 気温 目蒸発量 年蒸発量

平均値 1644mm 80% 6.6hr. 26.7℃ 5.1m 1473mm
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秦-1.14 サイクロン月間発生頻度
1949/50-1990/91

単位:回
NoV. Dec. Jam. Feb. Mar. Apr. May. ユun.

Frequency 4 7 5 2 6 EEI 3 1

出典: Solomon lslands Meteorological Service

Ministry of Tourismand Aviation

ソロモン諸島各地での年平均雨量は英連邦時1 9 7 3年迄の観測結果によれば次表の

通りである｡

表-1. 15 ソロモン諸島主要観測所年平均雨量

観測所
番号

地域 観測所名 高度
ft

年平均雨量
in. mm

63 Choiseu1 Sasamungga 10 142.01 3,607

74 FloridaⅠslands Tulagi 10 123.06 3,126

4 Guadalcana1 血ola 10 103.73 2,635

19 Guadalcana1 Honiara 190 87.07 2,212

20 Glladalcana1 Ⅰ1u 30 83.7 2,126

21 Guadalcana1 Kaoka 10 l78.68 4,538

25 Guadalcana1 Kukum 10 77.30 1,963

32 Guadalcana1 Lungga1 10 75.77 1,925

61 Guadalcana1 RuaVatu 10 107.02 2,718

69 Guadalcana1 Tenaru 1( 77.6二L 1,97:L

70 Guadalcana1 Tetere 20 80.68 2,049

8 Malaita Auki 5〔 128.65 3,268

13 Malaita Dala 150 145.54 3,697

6 NewGeorgia Arunde1 10 136.16 3,458

16 NewGeorgia Gizo 10 115.ll 2,924

44 NewGeorgia Munda 1( 144.14 3,661

56 NewGeorgia RendoVa 10 165.38 4.201

55 Russe1Ⅰslands Pedesala 10 131.06 3,329

83 Russe1Ⅰslands Yandina 10 114.82 2,916

22 SanCristba1 Kirakira 3( 143.89 3,655

54 SanCristba1 PaVa 10 136.67 3,471

71 SanCristba1 ThreeSisters 10 199.49 5,067

52 SantaCruz Paeu 10 222.69 5,656

67 SantaⅠsabe1 Tasia 10 161.36 4,099

49 Shortland Nila 10 151.60 3,851

AVerage 3,729

出典: Rainfall data でot the British Solomon lslands

protectorate to the end of 1973, Land Resources Division,

England, 1974
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1. 5 地形･水文及び土壌

1. 5. 1 地形

ソロモン諸島は､ニューギニア島の東部､南太平洋上､南緯6o 35 `-loo 50'､東経

155o 30 `-170o 30'に位置し､太平洋の周縁部､環太平洋造山帯に属する｡この諸島

群は約1 6 70kmに亘って繋がり､北西から南西方向に2列をなした6つの主島(火

山島)が中心となっている｡主島から約850kmの中に数多くの小島､環礁､珊瑚礁

等が混在しているo 国土総面積は28, 730km2､最大の島は面積5, 310km2の

ガダルカナル島である｡北西の国境はパプアニューギニアのブーゲンビリア島､南東は

バヌアツ国のニュー･-ブリディ-ズ諸島迄である｡南西のオーストリア大陸までは約

1, 600km､北東にはキリバス国のギルバース諸島､.ツバル国のエリス諸島等が位

置している｡地質は中生代から新第3紀の造山活動による砂岩､粗粒砂岩､片岩､石灰

岩､シルト岩､溶岩等が分布している｡

低位部表層は第4紀の珊瑚礁と河成沖積土である｡ 6つの主島群は陸地幅が3 0-5

0 kmの細長い島々で起伏の激しい急峻な山地､山林が大半を占める｡山地標高は､

ガダルカナル島のポボマナス山が最高峰で2, 330m､その他の島々では1,

000-1, 400mが山頂である｡

-カ所にまとまった広大な低平地は､陸地幅約5 0 kmを有する､ガダルカナル平原

(337km2)のみであるo各島とも､小河川は多く2 0-50km2程度の沖積平野は多

い｡

1. 5. 2 水文

ガダルカナル島では1流域の平均面積は3 6 km2､約5 0本の河川が河口部を有し分

布している｡二番目に大きいマライタ島の面積は4, 196km2､河口数352カ所､

河)rIの平均流域面積は約1 1. 9 km2と狭くなるo全国での雨量観測所は8 3カ所の記

録がある｡しかし古くは1906年の月雨量記録もあるが､第二次大戦後も長期

的に継続されている箇所は6 0カ所以下と見られる｡殆どの島の平均年雨量は3,

00 0-5 0 0 0mmである｡降雨量は特に頻発するサイクロンの通過コースに影響さ

れ易く､降雨パターンの特性は地域と時期により異なる｡近年､ 1986年5月18日

-2 0日の"Namu'サイクロンはソロモン諸島に多大の被害をもたらし､暴風雨の風速は

6 4-1 0 0Knot(3 3-5 1m/see)の記録である｡その被害はSikaiana, South Malai

ta, Eastern Guadlcanalと広範囲に亘り､ 1 0 3人の死亡､ 3 3名の行方不明､各地域
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での洪水､家屋､農地流失等をもたらした｡この3日間の連続雨量は-ンダーソン空港

で377. 8mmを示している｡

河川の流出量は鉱山省の水資源部に観測記録がある｡本調査ではガダルカナル島のル

ンガ川(全流域面積3 88km2)の資料を収集したのみであるが､これを例に取れ

ば､ 1965年以降日流量が整理されている｡最渇水量は1987年､約0. 01m3

/sec/km2,最大洪水量は1 9 9 1年までの記録では､ 1 9 8 6年の約6. 9m3/sec/km2

であった｡日平均流量は約0. 0 9m3/see/km2と推定される｡

1. 5. 3 土壌

一般に山岳部では褐色､赤黄色､赤色粘土､褐色ローム(カンピソル,ニトソル､フ

ェラルソル等)が広く分布する｡中腹から低地部にかけては､粘土とロームが混在する｡

これらの土壌は一般に酸性-弱酸性を示すo一般的に土壌は排水状況がよく農業に適rL,

ていると見られている｡ただし海岸沿いの湿地にはピートが分布する｡砂層､砂利層は

海岸沿いまたは､砂島としてごく部分的に見られる｡

ソロモン諸島の土壌はUSDA, 1 9 75の土壌分類では1 0種のソイル･オーダー

(目)のうち7種､大土壌群が2 7種認められている｡殆どの大きな島では亜目(Trope

t
suborder)の土壌(カンビソル等)が中央丘陵及び山地に広く分布している｡これらは,

土地区分の境界をなす急傾斜地では､特に変成岩や古火山岩からなるDystoropepts, Eut

ropeptsが共通して見られる｡その上のより寒冷な頂上にはHumitropeptsが分布する｡
U

stropepetsはガダルカナル平原北部の季節的乾燥地のみに見られる｡この土壌は風化層

土壌で農用地土壌に適している｡

粘土集積層であるAlfisolは細粒石灰堆積岩､玄武岩状熔岩､台地石灰岩等を母体とし､

広く分布している｡この目(Order)のTropudalfsはガダルカナル島に集中してみられる｡

下表にソロモン諸島の土壌区分と分布の程度を示す｡
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表-1. 16 ソロモン諸島土壌分類(USDA)

目

(Order)

未熟土+
風化B層土
高塩基腐食層士

大土壌群 分布 備考
(Great groups)範囲 FAO1974相当土壌

LEntisol

InceptisoI Dystropepts W CambisoI

MollisoI L Phaeozems

粘土集積B層･塩基高飽和土 AlfisoI Tropudalfs W Chronomic Nitosols

粘土集積B層･塩基低飽和土 口1tisoI Tropobumults W Eu皿id Acrisol

風化土 oxisoI Haplorthox W Ferrlsol

有機質土 Histosol乍モ現'Jt工 HistosoI L He皿ists

注)分布範囲;広分布 w>国土の1 0%, 地域的､部分的分布 L<国土の5%
出典: The Soils of the Solomon lslands, Vol. 1
Land Development Center, England, 1979

1. 6 土地利用

森林タイプを主としたソロモン諸島主6島の土地利用は下表の通りである｡

表-1. 17 土地利用

名称
(単位k m2)
面積

海水湿地林
淡水湿地林

低地雨林

高地林
伐採林

非森林地域
耕地及び植林地
開拓地

町村
その他

606

1, 132

1,818

20, 039

244

2, 102

193

37

29

注:伐採林は伐採地 未植生地､荒地､草地､

伐開サバンナ､低木地などを含む)

何れの島でも山地の高位部雨林が多い｡耕地面積は,ガダルカナル島で､ 6 1 7k

m2,マライタ島で667km2,次いでニュ･ジョージア･グループの315km2､そ

の他となる｡

■

一方､ FAOの農業面から見たソロモン諸島の土地利用区分は次表の通りであるo

iI-Hi!



秦-1. 18 耕地土地利用
(単位:1 000ha)

分類 1976 1981 6198

総面積
陸地面積

耕地面積
永年作物

永年牧草地
森林面積
その他

2,890

2. 799

0

9

9

9

8

7

2

2

0

9

9

9

8

7

2

2

0

9

9

9

8

7

2

2

40 40

10 12

39 39

2, 560 2, 560

150 148

2, 560 2, 560

145 143

出典: FÅo Yearbook, Production, Vol. 46, 1992

ソロモン諸島の土地所有制度は複雑であり､一般に部族または家系による共同体の所

有である｡所有権は慣習法と登記の両者がある｡政府は全ての慣習地は家系グループの

所有であることを認めているc

政府-の登記土地は所有者と土地の境界が記録され,慣習より法律が優先する｡全国

平均では約8 8%が慣習法による土地所有で､約1 2%が政府登記地である｡ソロモン

諸島国以外の投資家は改府と借地契約により､土地を利用できる｡開発の重要性に応じ､

永年性エステート農地では7 5カ年間の借地利用が可能である｡住居､商業､工業の目

的では標準5 0カ年とされている｡

1. 7 農業･畜産及び漁業

1. 7. 1 農業

ソロモン諸島の村民は裕福な生活をしているとよく言われている｡彼らの庭先には､

ヤムいも､タロいも､キャッサバ､バナナ､キャベツ､食用シダ､ナッツ､クマラ､パ

ナ､パウパウ等農業作物が彼らの食用に栽培され､ココナツ､豚､家禽等が現金収入用

として栽培､飼育されているからである｡第二次大戦以前は､コプラの輸出が盛んであ

り､ココナツ樹の8 0%は村民が所有していたと言われている｡プランテーションによ

るカカオの生産も多かったが､現在では小農がカカオの5 0%を生産している｡

古くは1 920年頃ガダルカナル島(40-50b a)とラッセル島において小規模

のオイルパームが栽植されている｡その後1 9 6 5年にガダルカナル島``Ilu''において

"Commonwealth Development Corporation"が9. 5 也 aにオイル･パームを植えた｡

この試験植樹の結果､ 1 96 9年の最初の半年に6. 3 t on/haの収穫をもたらし､

1 9 7 0年にガダルカナル島にオイルパーム･エステートの開発を促進することとなっ

1-12



た｡栽培は1 9 7 1年1 2月､ホニアラの東2 0km､ ''Ngalimbiu"において植樹が開始

され､ 1974年末迄の植え付けは1950baとなった｡

ガダルカナル島北東部では世界市場の価格低下にもかかわらず､大農園でのオイルパ

ームの生産が拡大している｡生妻､うこん､バニラ､とうがらし､カルダモム等の香辛

料は村民により少量栽培されている｡ 1 9 8 0年代になって､多数の小農が､それぞれ

極少数の牛を飼育したが､効果的な家畜経営にはより多頭数の飼育が必要と考えられて

いるo このため､牛の保有数は減少しているo将来､大農場での畜産経営が望まれてい

る｡

ソロモン政府､英国管理の連邦国開発公社､地元土地所有者などの合弁会社であるソ

ロモン諸島プランテーション有限会社(s I PL)がホニアラ市の東､約30kmのガ

ダルカナル平原の中でパーム油とパーム･カーネル(パーム核)の搾油施設を備え,隻

約的なオイルパームプランテーションを運営している｡輸出先は英国とECの特恵関税

が得られるヨーロッパ市場である｡パーム･カーネルはヨーロッパ､日本,シンガポー

ル等に輸出される｡パーム油産業は､ 1 986年のナム･サイクロンによる作物被害か

ら立ち直ってきており､被害前の輸出量(パーム軌31, 000 ton,カーネル核4,

000ton)までほぼ回復しており､ 1994年にはそれぞれ28, 041ton,

5, 985t onの輸出実績である｡

現在コプラの生産は､小農､共同農園および国内最大の輸出産品公社(CEMA)経

営の､私企業プランテーションにより行われている｡ CEMAはソロモン国内のコプラ

の価格､取引､輸出などのコントロールを行っているo 近年改称まソロモン内でのコ

コナツ油用果肉粉末の生産を主導している｡この工場は西部ソロモン州のYandina市に1

カ所､ Makira州に小規模プラントが1カ所ある｡ 1 994年のコプラ輸出量は1 9, 1

08 t onで､前年比-28%に落ち込んだ｡コプラの価格は年中高下しているが､ 1

994年後半には､価格は前年より14. 6%上昇し年平均価格1, 300SIS/t

onとなった｡

1 994年には､プランテーション､小農共にカカオの作付け増が著しかった｡増

植に関心が強かったのは, ECの再植､改修計画に基ずいていると考えられる｡

1993年の生産量が3, 100tonで､ 1994年が3, 300t onとのびが少

なかったが､苗木であること､過去2カ年の干ばつと､大手SI PLが､パーム･オイ

ルに専念したため等が原因と見られる｡

以下ソロモンの米作について､英国時代の``Land Resources Study, 1 9 7 6''より抜

粋する｡
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ソロモン諸島は前世紀から米の輸入地域であった｡この間､小農による米作の試みが

行われていた｡少量の栽培･収穫はサンタ･イサベラ､サンクリストパル､マライタ等

に見られた｡ 1 9 54-1 9 6 1年にマライタの''Suafa"地域で毎年1 2h aの栽培が行

われているo しかし栽培から精米までの新しい作物導入に対する困井さに負け､次第に

衰退していった｡

その後大戦時アメリカが1 9 4 5年にガダルカナル島の''Ilu''で2 00b aの作付け

を行った｡しかし収量が429kg/baと少なすぎたため1 948年作以降中止され

た.他の試みでは､ Kukumにおいて､ 1 957年0. 6haの水EEl､ 4品種の試作がなさ

れている｡当初の品種は約1.6t/haと低かったが､その後品種を変え3. 3
t/也 aが収

穫された｡

1 9 5 9年にガダルカナル島ホニアラ市の東部の草原地､ ''Ilu"に於いて8 也 aの水

田が開墾された｡ 1 96 3年から1 966年にかけて､更に1 2h aが''comonvealtb

Development Corporation''により開墾され､機械化稲作の試作を行った｡しかしこの

試作では経済上利益が出ないという結果をもたらし1 9 6 6年に終了した｡一方オース

トラリア資本''Guadalcanal Plains Limited"は1 9 6 5年に``Ili"の東1 0 km地点

の"Tetere''に於いて3 0 也 aの最初の陸稲栽培を行った｡この陸稲栽培は年々増加し

1 969年には1, 1 20haまで増加した｡しかし単位収量の変化が多く､収穫時と

精米時の作業問題又､トビイロウンカの被害もあり失敗した｡ 1 9 7 0年には陸稲は7

05haまで縮小され平均収量は2. 1 t on/haであった.同年"Fit2;gerald''の

視察により200baの水田開発が決定され､ 1972年で陸稲栽培は中止となり､同

年``Britishi Solomon lslands Protectorate''が引継､近隣河川 αMbalisuna''川の

支流を水源とする水田32 3baに高収量水稲品種I R8､ I R22が作付けされ最高

5. 5t on/也 a迄収量を上げた｡ (以上抜粋)

その後他の資本に引き継がれ1, 600baに水稲栽培まで拡大した｡年間2. 8作､

単位収量約3. 0 t on/haの実績があった｡しかしながら､
1 986年の大型台風

ナム･サイクロンの豪雨､洪水､湛水被害のため､水源施設､用水施設､圃場共に壊滅

し､ここでの水稲栽培は以降行われていず､土地利用は現在雑草地､ブッシュに変わっ

ており､放棄されており､早急な整備事業を必要としている｡

次図は1 9 8 0年からのソロモン諸島国の米の輸出入をグラフ化した｡極端な米の輸

入増と1 9 8 7年からのゼロ輸出､生産無しが顕著である｡
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米穀の輸出入(単位ton)
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1994年の米穀類の輸入量は20, 000t
onを超え､輸入総額の約5.

5%､U

S$7,800,000となっている｡同年のオイル･パームの輸出額uS$13,300,000の約6 0%を

占めている｡現在米の栽培は､ホニアラ市の東近郊にある台湾政府の農業協力に.よる台

湾農技園(約2 6b a)での試験水田､マライタ島のLoa､ Fiu等での普及栽培のみで､

稲作技術の普及はまだまだ少なく､オーストラリアからの米の輸入に頼っている｡

その他換金作物として､農業省農業部では､バニラ､うこん､とうがらし､カルダモ

ン､ジャガイモ､タマネギ､マンゴー､アボガド､ゴレンシ､マカダミア､柑橘類､パ

ウバク等々の市場と生産手段を調査中である｡新しい投資としては､ ''Ngaliナッツ"､
''

Nambo Flour"などの健康食晶のパッキングが国内用､輸出用共にみられる｡ ''Ngaliナッ

ツ"は英国に市場を持っているo コーヒー豆､コーヒー粉末ぽ'Kumara''､タピオカ,バ

ナナ･チップと同様､国内用に生産されている｡蜂蜜産業の開発は年60 t onの国内

生産をあげている｡全て国内消費に回され､輸出市場の開発まではまだ至らない｡

1. 7. 2 畜産

ソロモンの畜産は牛､豚､ニワトリが殆どである｡肉牛は過去1 0カ年減少している｡

1985年25, 100頭飼育していたが､現在畜産公社(LDA),RIPEL､小農

等の生産は8, 000-9, 000頭に減少した｡ LDAはソロモン諸島の家畜経営の

開発に責任を持つが､過去数カ年､財政と管理面に問題が生じ､ソロモン諸島国内の畜

産の増大に歯止めがかけられている｡政府はLDAを私企業化する計画であり､外国の

投資家の経営への参加希望を考慮している｡この面で将来畜産分野が拡大する要員とな
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ろう｡政府は畜産業の回復策として良質飼育種を農民に配布する飼育プログラムを2年

前に開始している｡ Tenavatuの飼育牧場における国内牛"solomon Red"と輸入牛" sant

a Gertrudis``のかけ合わせが順調に進められている｡ 1 9 9 5年末に1 1 5頭が出産し

ている｡これは長期計画で､ 5-1 0年後に効果が発生すると見られている｡

鶏肉は1995年約300, 000羽の生産があった｡ 1995年のLDAの養鶏場

での屠殺は6 1, 000羽である｡その差は個々の農家と飼育グループが鶏を生産し地

域の肉屋､市場で売り上げている｡増加している地方の農家は小経営のニワトリ飼育を

行ってきており､農家の重要な収入源となり始めている｡その他商業用飼育生産を合弁

企業"vuvula"がガダルカナルで行っているc

1. 7. 3 漁業

ソロモンの漁業は木材産業に次ぐ第二の産業であるo 魚は主要なタンパク源であり､

多大の輸出産品となっている｡輸出に占める割合は1 994年､ 2 1%であった｡総量

31, 725 t on､約US‡30,000,000の外貨収入である｡ 1 995年には既往最大の

漁獲量に恵まれ､ 56, 000t onを捕獲している｡このうちソロモン･大洋社

(STL)が35, 000t onを､ "National Fisheries Ltd." (NFD)が残り

の21, 000t onを捕獲している｡捕獲能力､施設とも通常の条件であったが､ 1

0ケ月間極端に漁場の条件が良かったと見られている｡同年の4期の漁獲高は､極端に

減少している｡

地場の漁獲は一般に日常食のいも,野菜､米などの副食品になっている｡村落の漁師

は地方および都市部の需要のため魚類を収穫し､現金収入を得ている0 1 9 9 1年にE

Cの援助で地方の漁業開発事業が開始された｡州の魚市場で良質で､高価格の礁魚の販

売を目的としている｡ 1 99 5年には第2フェーズに入り､ 4カ所の市場-の援助が行

われた.一方水産企業としては, 1 9 9 0年から西部州Noroでソロモン･大洋社が経営

を開始しており､加工設備工場を備えている｡ 1 9 9 4年､日本政府の無償援助で､ No

roに冷凍能力5 0
0 t o nの貯蔵施設の建設が行われた(ノロ地区漁業開発整備計画､

2億2千4百万円)
｡その他マグロを目的とした''British

Columbia Packers ``-の政府

管理企業の売却､マキラ､マライタ州での外国企業の参画要請等の動きがある｡経済水

域は200マイルとしている｡
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1. 8 林業

国土28, 370km2の内78. 6%､約22, 000km2が自然林を占めているo 商

業用に残っている森林は約1 2%と見られ､伐採可能量は13,500,000tonと評

価されているo このほか将来､再伐採が可能となる森林が約1 8 00km2である｡

1 995年の輸出用丸太材は､ 700, 000m3でUS$75,000,000の売り上げ､外貨収

入の約5 9%を占めている｡ 1 9 9 1年以降ほぼ同量の輸出商品となっているo西部州､

チョイスル州､イサベル州が主要な産地である｡慣習所有地での伐採増の傾向があり､

地方の山林所有企業からの生産量は輸出量の約17%で､外資系企業より優先政策の恩恵を

受け促進されている｡製材は小規模の製材工場で加工されており､技術不足である｡ポ

ータブルの製材機による加工もみられる｡製材生産量は1 993年､約26, 000m3,

1 9 94年の輸出高約1 2, 000m3,US$3,300,000相当である｡

政府は国内での製材加工を奨励しているが現在では殆ど原木のまま輸出に廻されてい

る｡丸太材の輸出先は日本と韓国が主である｡製材市場はニュージーランド､オースト

ラリア､韓国､南太平洋諸国､ヨーロッパなどであるo 林業はこの国にとって唯一最大

の外貨収入源となっており､維持可能な林業運営の必要性が､国家森林政策として重要

視されている｡主要な林産企業は将来の木材資源維持に同意しており､プランテーショ

ン経営を含む"Solomon lslands Forest lndustries Association "の会員である｡今後

のプランテーションによる伐採林は約70, 000haと評価されている｡

ソロモン政府はプランテーション経営の私企業化を開始しており､最近韓国企業が''

Viru''港近くの木材プランテーション用地, 2 5, 000baを購入した｡コロンバンガ

ラ林業会社(KFPL)は､ 15, 000haのプランテーション経営規模を持ち､ 4

00h aに苗木を移植している｡約5, 0 0 0h
aに''Gmelina Arborea''を移植する予

定で､残りはユーカリが移植される.ソロモン諸島国ではプランテーション方式による

木材生産が森林資源の再植､再生産を可能とする林業として位置づけられている｡

1. 9 港淑及び排水

澄渡排水施設を備えた水田は､ガダルカナル島に2カ所､マライタ島に2カ所あるだ

けである｡最大の施設は､ 1 9 7 1-1 986年までガダルカナル島Tetele付近に"B

rewer Solomon Agriculture Ltd.''経営による1 6 0 0b aaの水田があった｡本地区は

1 986年のサイクロンにより壊滅している｡この漕艇施設はパリスナ川を水源とし､

自然取り入れ堰を設けたと見られる｡水路は土水路で一部残存している｡
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ホニアラ市近郊の台湾農技園は1 9 9 2年に協力が開始され､ 2 6b aの規模で水稲

と､京菜,果樹等の試験圃場を経営しており､トレーニング･センターを兼ねている｡

建設コストはUS$6,000/ha､水源は地下水を利用しポンプアップしている｡

マライタ州のアウキ市近郊 Fiu農場はJ OCV､青年海外協力隊員の指導の下に､ 1

9 9 5年､ 2h aの水田が開墾された.近くのAfa川縁に機場を建設し,ガソリンエンジ

ン駆動の4インチポンプを使用し揚水しているo揚程は約3mであったo用排水路は土

水路である｡本年度ポンプを追加設置し､ 4 也 aまで開墾する予定である｡

マライタ州アウキ市の南方のLoaで水田開発が台湾の指導の下で実施されている｡現在

の開墾面積は5baである｡既試験田0. 3b
aを含む｡ 50baまで拡大する予定で

ある｡水源は湧水をファームポンドで貯留する計画でまだ施工はされていない｡

なおインフラ整備として平成7年1 2月2 7日に日本の無償援助でホニアラ中央市場

整備計画､ 7億8千5百万円が調印されているo

1. 10 電気及び上水道

ソロモン諸島の電力事業はソロモン諸島電力公社(solomon lslands Electricity Au

tbqrity､ S I EA)が主管機関である｡ソロモン諸島における発電はこれまで全て火力

発電であった｡ホニアラ市の発電所は年々電力需要が増大し､ディーゼル発電機-の負

荷が大きく､修理をしながら使用している状況である｡ S I EAはADB資金によるLU

NGAでの4MWの発電器の追加設置を決定している｡ 1 9 9 5年の発電量は60, 700kw

で1 9 94年に比べ､ 1 2%増大している｡ 9 5年の消費電力は56,000kwで､前年比2

0%増であるo消費電力の内､約7 0%が商工業で使われ､ 2 0%が家内消費､その他

が政府官庁などの消費である｡政府はKomandari水力発電計画を進めており, AD Bによ

る計画検討がなされている｡水没地の代替取得が問題点となっている｡外債においては,

数J)11でミニ･ハイドロ発電計画をドイツ政府の協力の下に実施中である｡これらは､そ

れぞれ1 5 0 kwの発電規模である｡

1 99 1年にオーストラリアの協力で都市水道局が発足した｡オーストラリアは社

会インフラを重視しており､ 1988-92年の5カ年間で水道･衛生部門には8

2 0, 00 0豪州げルを贈与している｡オーストラリアのソロモン諸島ODA構成比では

3%程度である｡上水道はホニアラ市内に敷設されているが､水源は石灰分を多く

含み､硬水である｡保険･医療サービス省及び運輸･公益公共事業省では西暦2

0 0 0年までに地方を含め､全ての人に上水を供給する目標を立てている｡
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近年平成8年5月にホニアラ市給水改善計画調査が実施され､どう8月6日6百8 0

万円分が調印されている｡

秦-1. 19 ソロモン諸島発電量の推移
単位: MWH
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出典: Solomon lslands Electricity血thority

表-1. 20 ソロモン諸島の都市別発電量
単位: MWH

都市名 年発電量 備考
Ⅲoniara 38,275

Auki 1,067

Gizo 1,188

Munda 277

Buala 158

Malu'u 48

Noro 7,603

Kirakira 242

Lata 161

計 49,019

注: 1993年

出典: Solomon lslands Electricity Autboril

1. 11 道路及び交通

ソロモン諸島の総道路延長は1, 900km (内国道1, 300km)であり､アス

ファルト舗装道路はホニアラを中心として約1 00kmである｡その他マライタ島のア

ウキ市､ニュージョージアのギゾにアスファルト舗装道路が部分的にある｡他の地方道

路は､珊瑚､砂利舗装道である｡島内を一周出来る道路はなく舟運に切り替えられる｡

ホニアラ市では､レンタカーが可能である｡タクシーはホニアラ市では可能､アウキ市､

ギゾ市ではトラック輸送となる｡日本の無償援助ではガダルカナル島の橋梁架け替え計

画(供与額4億4千万円)が実施されている｡
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ソロモン航空は国内で2 3カ所の飛行場を使用､西部パシフィック航空は2 1カ所を

使用し,各地-の飛行が可能である｡主要空港はホニアラ市の東1 3 kmの-ンダーソ

ン国際空港である｡ 1 9 9 6年に日本からの無償援助で新ターミナルビルが建設される

ところである｡この計画は下記の2件からなる｡

1)平成7年11月15日調印

ヘンダーソン国際空港整備計画調査､ 7千9百万円

2)平成8年5月31日調印

ヘンダーソン国際空港整備計画､
1 8億2, 600万円

主海港はホニアラであるが､外国船は,ヤンディナ,ギゾ､ツラギ､ヴイルー､ニラ､

ノロ､リンギなどの港湾も使用している｡オーストラリア,ニュージーランド､香港､

日本､英国,ヨーロッパ-の定期便が利用可能である｡ソロモン諸島内の各島の連絡は

私企業､団体､政府などが船荷と共に乗船客も輸送している｡
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第2章 ガダルカナル平原総合農業開発基本計画の検討

2. 1 概要

今回の調査はガダルカナル島と対岸のマライタ島で農業開発の可能性を確認するた

め､現地踏査を実施した｡マライタ島は個々の河川流域が狭く､まとまった平地部がな

いため小規模な水田農業開発(1, 000ba以下)であれば可能と考えらる｡しかし

ソロモン諸島政府の急務は､急増している米の輸入による外貨流出に見合う産業の確立

と先が見えている林業を維持してゆくための代替輸出産業が必要となっている｡これに

対応するには､まず先に広大な農業適地を持ったガダルカナル平原(約4 0 0 km2)の

農業利用が最も適切な手段と考えられる｡この地域は1 9 7 0年代からオイルパームの

プランテーション利用が盛んであるが､未開発農業適地があり､土地資源の有効利用を

図るには平野部全体の開発構想の検討が必要である｡この構想検討により､有利な事業

開発を順次実施することが重要である｡なおこの地域の既往スタディは英国植民地時代

1 9 7 2年に英国海外開発省土地資源部がソロモン諸島の土地資源調査を実施してい

る｡この調査では土地利用判定の航測写真は1 9 6 2年及び1 9 7 1年の撮影写真を使

用して各諸島内の農業適地選定までが成果であった｡この結果を生かす農業開発計画は

まだ策定されていない｡当時の土壌調査結果､土地形状分類などは現在も同様と考えら

れるが､ソロモン諸島のその後2 0数年間の開発は大幅に進んでいるため､土地利用の

変化は近年のデータに基づくことが必要である｡

｢総合農業開発基本計画調査｣は､事業対象地域のM/P及びF/S調査である｡今後

の開発調査では次の3フェーズが提案される｡

- 準備及び初期調査(開発計画の基本構想の樹立)

- 乾期･雨期詳細調査(基本構想の妥当性の確認)

一

個々の開発計画の策定

以下､開発対象区域をガダルカナル平原とし､現地踏査の結果を踏まえ上記総合農業

開発基本計画策定に必要な基本事項について述べる｡

2. 2 今後の調査対象範囲及び事業対象区域

調査対象範囲はガダルカナル島の北部､ Lungga川流域の西端からSimu川流域の東端

まで､南ば'popomanaseu, Kaishui''山系の流域界であり､全面積は約2, 6 8 0 km2で

ある｡
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事業開発の対象地域ば'Lungga''川の右岸から"Simiu''流域まで約1 ,
0 0 0 k

m2で概ね下

記の地域に区分される｡ (図-3.1調査対象地域と事業対象地域図､貢G-1参照)

ガダルカナル平原

レレ地域

低地及び丘陵地森林､

その他

:約 400km2

:約 70km2

:約 530km2

現在ガダルカナル平原にはココナツ､オイルパーム､ココア等約6, 000h aのプラ

ンテーションが経営されている｡ 1965年から1986年まで1, 600baの水稲作

が行われていたが､ 1 9 8 6年5月の大型サイクロンにより施設は壊滅し,以後作付けは

中止されている｡

事業開発地域の中心地は農産物市場である首都ホニアラ市の東,約4 0 k
m地点に位置

し､開発予定地域内は東西にアスファルト舗装国道が通じており､域内交通､生産品の集

荷､市場までのアクセス等､交通面で好条件を備えている｡

表-2. 1 調査対象地域流域面積

Key番号 流域名 主要河川名 面積
km2

23 Lungga

24 Tenaru

25 Ilu

26 Ngalimbu

27 Dodo Creek

28 Matepono,

29 Sape

30 Ghavagba

31 Mbalisuna

Lungga

Tenaru

Ngal imbu

Tinahulu Matepono, Tinahulu

Mbal isuna

32 Eto

33 Kasanaigha
34 Mberande

35 Mbokokimbo

36 Nggurambusu

37 Aola

38班balo

39 Kombito

40 Vatu

41 Rere, Susu

42 Ⅶ)ulo, Valasi

43 Tavangaoa

44 Simiu

Mb erande

Mbokokimbo

Nggurambusu, Mongga

Aola

Kombito

Mbulo, Valasi

Tavangaoa

Simiu

出典: Land Resources of the Britishi Solomon Islands

γol. 2, 1973

?.-2



2. 3 背景

ソロモン政府は下記に述べる``国家開発戦略''の構想をたてており､種々の開発事業

の中でもガダルカナル平原総合農業開発事業に最優先順位を置いているo

(1) ソロモン諸島統一国家､ "pa ti''国家開発目的

a.国民一人当たりの収入の向上を実際に達成する｡

b.労働力を成長させ､ソロモン諸島での雇用機会の増大を図る｡

c.開発の便益をより公平に分配し､特に地方の社会条件を改善する｡

d.より大きな安定した経済状況を維持する｡

e.国民に国家統一と国家としての自負感をより広くもたせる｡

(2) 国家開発戦略

a.経済的な資源開発を維持する｡

b.成長と雇用の可能性をもった新たな他の分野を開発するo

c.選択された工業の開発とより多くの輸出品目を開発する｡

d.外国からの借財と外国資源の依存を少なくし､地方への投資資金を増大

させる適切な手段を取る｡

e.適切な奨励と制度支援により､国内外の投資を助長する｡

f.公共投資計画を合理化し､期待される将来の経済と社会還元の観点から

明らかに妥当性のある地域を限定する｡

g.第一次産業拡大の改善を継続する｡

也.商業用､生計用共に小規模農家システムは積極的に助長が継続される0

i.各州の開発対象は下記の一連の戦略をもって､実施される｡

一総合地域開発

一都市開発

一進歩的な村落の改善､小規模農業を営む地方住民の定住促進および

漁業開発

一特に地方を対象とした家屋と小規模工業の樹立

一土地利用計画

一地方インフラストラクチャーの供給

一中央集中化の防止

一社会サービスの提供
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農業には次の諸目的達成のため終始一貫した努力が期待されている｡

一食料の自給達成を目的とした農産物生産量を増加すること｡

一輪出を促進すること｡

一農家収入を増加させること｡

一新しい雇用機会を造ること｡

一均等のとれた雇用機会分布を促進すること｡

一地域開発に支援すること｡

2. 4 開発調査実施の必要性

ガダルカナル平原総合農業開発基本計画策定調査実施の必要性は下記に指摘する通

りである｡

(1 )農業生産基地の創設

本地域は人口の約3 0%を抱え､地元民は伝統的なわずかな漁業､家畜､根菜､

呆実等を食料とし､自給自足を行っている｡近年はソロモン諸島において､主要

食糧として主食の米が､より注目され始めているが､米の供給量は非常に少ない｡

現在年間約21, 000t on､ USS相当7, 800, 000をオーストラリ

アから輸入しており､ソロモン諸島は農産品輸入国として主要のより所となって

いる｡農産物の安定供給を図るためには農業生産基地が必要となっている｡

(2)国民生活の向上

国民一人当たりの総国内生産は極端に低く､約US$ 6 8 0である｡

(3)プロジェクト周辺に与える効呆

事業の実施は国家の便益を得るのみでなく､事業地域周辺の開発に多くの好影響

をもたらす｡

(4)再植林による荒廃地の回復

調査地域内の急斜面の木材伐採は流域土壌の流出と下流地域の洪水の主因とな

り､流域の浸食は下流低位部に悪影響をもたらしている｡効果的な浸食防止と滞

砂管理には､調査地域内の植林計画を樹立すべきである｡
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2. 5 事業の妥当性

ガダルカナル平原総合農業開発の実施は､以下の観点から評価される0

(1)土地条件･農業気象条件

ソロモン諸島では狭い地域となるが約3 0%の土地が耕作可能地である｡しかし

ながら｡良質の農業土壌を持ち､広大に広がっている地域は唯一ガダルカナル平

原のみである｡

秦-2. 2 事業対象地域の土地利用

単位:ha

ガダルカナル平原 Rere地域 Mbetilonga地域

農業適地面積 33,700 7,450 10,660

ココヤシ
2,850 560

その他作物 2,185 210 260

その他果樹 75

棉 445

休閑地又は牧草 2.085

住宅地 190 5

旧軍事地域 940

利用地計 8,770 775 260

既利用地の割合 26% 11% 2%r

注: 1962, 1971年の航測写真に基づく｡
出典: The British Solomon lslands Protectorate Vol･ 2

Guadalcanal and the Florida lslands, 1974

秦-2. 3 ガダルカナル平原の農業適地面積 (337km2)

単位:ba

代表土地分 区分面積 農業適地別面 積 備考

最適 普通 逮
MateDOnO 19,575 10,180 7,245 2,150

Lungga 5,000 1,250 1,700 2,050

Xongga 3,900 3,350 550

Tenaru 1,825 1,095 730

Pusuraghi 1,86〔 1,860

Kumotu 1,555 1,555

計 21,130 10,180 7,245 3,705

割合 63% 30% 21% 11%

注:土地分類は前表出典のLand Resource Study 18によるo
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表-2. 4 Rere地域の農業適地面積 (74km2)

単位:ha
代表土地分 区分面積 農業適地別面積 備考

最適 普通 過

MateDOnO 4,010 2,125 1,485 400

Lungga 990 250 335 405

Pusuraghi 950 710 240

Kongga 710 610 100

Tenaru 775 775

計 4.785 2,125 2,260 400

割合 65% 29% 31% 5%

表-2. 5 Mbetilonga地域の農業適地面積 (106km2)

単位:ha

代表土地分 区分面積 農業適地別面積 備考

最適 普通 過

Sura 9.395 3,475 95 5,825

Chiri 605 135 470

Huran.ja 655 220 435

計 10.050 3,475 315 6,260

割合 95% 33% 3% 59%

表-2.6 ガダルカナル州の土地所有
単位:km2

区分 ガダルカナル州 ホニアラ 合計

慣習地 5.023 5,023

譲渡地 279 34 313

計 5,302 34 5,336

注:1980-1992年

出典: solomon lslands 1993

statiscal Yearbook, Statistics Office

秦-2. 7 ガダルカナルJ)11の譲渡土地内訳
単位:km2

区分 ガダルカナル州 ホニアラ 合計

政府所有長期農園地 192 34 226

ソロモン諸島人 87 87

計 279 34 313

注:1980年

出典: solomon lslands 1993

statiscal
Yearbook, Statistics Office
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表-2. 8 ソロモン人所有の長期農園面積
単位: km2

区分 ガダルカナル州 ホニアラ 合計

借地所有農園

ソロモン諸島人 0.2 0.2

外国人 32 32

政府 24 24

取得農園地 31.4 31.4

計 87.0 87.0

注: 1980-1992年
出典: solomon lslands 1993

statiscal Yearbook, Statistics Office

表-2. 9 ソロモン政府所有の長期農園面積
単位: km2

区分 ガダルカナル外 ホニアラ市 合計

市衝地 34.0 34.0

固定期間譲渡地
ソロモン諸島人 9.4 9.4

外国人 138.8 138.8

政府取得農園地 43.8 43.8

計 192.0 34.0 226.0

注: 1980-1992年

出典: solomon Islands 1993

statiscal Yearbook, Statistics Office

年間を通じた降雨が不均等に分布することは別として､地域の気象と土壌条件

は作物栽培に取って年2期作､ 3期作が可能なほど好条件を備えている｡この

条件は,もし乾期に用水量が十分に供給できれば年を通して耕作が可能とな

る｡雨期作の安定と乾期作付けの拡大は､用水堰の導入のみが可能とする｡

単位:Ⅲm
表-2. 10 ガダルカナル平原月平均雨量分布

観測所 Jam Feb Mar APT May Jun Ju:l. Åug Sep Oct NoV Dec Total 備考

ホニアラ市 215 310 200 176 121 98 93 85 89 98 133 219 1,837 1987-1993

-ンダーソン空 179 274 201 151 146 68 79 75 81 82 113 196 1,645 1986-1995

Ngalibu 211 226 196 155 191 70 100 71 94 96 122 206 1,738 1986-1995

Mberande 167 218 205 166 133 72 122 92 98 82 158 238 1,751 1984-1993

Aloa 141 203 22】. 21】. 149 24(I 173 209 109 69 63 48 1,836 1991-1993

単純平均 183 246 205 172 148 110 113 106 94 85 118 181 1,761
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図-2. 1 ガダルカナル平原月平均雨量
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義-2. ll -ンダーソン空港日平均日照時間
単位:br/日

観測所 Jam Feb Mar Apr May Jun Ju1 AUK Sep Oct NoV Dec 月平均 備考

ヘンダーソン空港 6.2 5.9 6.7 6.6 6.6 6.9 6.】. 6.8 6.4 7.2 7.5 6.6 6.4 1986-95

図-2.2 日平均日照時間
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単位:℃
義-2. 12 -ンダーソン空港月平均気温

観測所 Jam Feb Mar APT May Jun Ju1 Åug Sep Oct NoV Dec 月平均 備考

-ンダーソン空港 27.2 26.9 26.9 26.8 26.7 26.4 26.(I 26∴L 26.3 26.7 27.0 27.0 27.1 1986-95

図-2. 3 月平均気温
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秦-2. 13 -ンダーソン空港月蒸発量

月蒸発量
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秦-2. 14 ガダルカナル島popomanaseロ山

標高別平均気温

標高 最高 最低 備考
m ℃ ℃
1,800 19.0 13.1

1,400 20.0 15.0

500 18.4

300 29.0 17.5

40 30.4 22.1

Note:山頂標高2, 330m

(2)農業開発地域の用水賦存量

事業地域内の河川の利用可能な水資源量は十分と見られ､貯水地の必要性は無い｡

表-2. 15 L皿gga川日平均涜量

観測地点 国道橋梁
流域面積 388km2 (概算)

単位:m3/see
午 Jam Feb Mar Apr May Jun Ju1 Åug Sep Oct NoV Dec 年平均
1986 47 59 30 38 132 15 12 18 28 13 53 19 33.0

1987 21 81 42 41 31 12 7 5 9 35 42 45 33.0

1988 56 66 32 38 21 16 16 EEI 9 2】. 42 88 72.0

1989 45 75 44 42 26 25 13 8 EEI 14 19 52 48.5

1990 72 45 43 51 30 19 14 ll 28 31 27 44 58.0

1991 9 71 53 31 39 28 32 23 23 51 31 14 ll.5

月平均 28.0 65.0 41.5 34.5 85.5 21.5 22.0 20.5 25.5 32.0 42.0 16.5 22.3

出典: Min.Energy Water& Min.Reso. , 1996
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義-2. 16 Lungga川単位面積当たり流出量

早1iL:m､)′SeC,mJ′S eC/Km∠

午 Jaロ Feb Mar Apr May Jun Ju1 Aug Sep Oct NoV Dec 年平均
月平均流量 28.0 65.0 41.5 34.5 85.5 21.5 22.0 20.5 25.5 32,0 42.0 16.5 22.3

単位流出量 0.07 0.17 0.ll 0.09 0.22 0.06 0.06 0.05 0.07 0.08 0.ll 0.04 0.057

調査対象地域の主要河川の平均流域面積は約1 8 0 k皿2であり､前表より平均

流出量を0. 0 5 7
m3/sec/km2とすれば約1 0 m3/sec級の河川が分布してい

ることとなる｡

(3)重力濯淑と自然排水の可能性

事業地内に重力港蔽と排水システムの整備･導入が期待される｡

(4)地域内の農民

事業地域内には相当数の農家があり､住民は地域の農業開発に期待している｡平

均の人口密度は2 3人/km2であるが､殆どの住民は低位部の農業適地に住み丘

陵地域の住民は少ない｡

表-2. 17 ガダルカナル州産業人口(1993年)

単位:人
産業区分 ガダルカナル州 ホニアラ市 合計

農業 2,219 19 2,238

林業 0 0 0

木材伐採 140 114 254

漁業 4 104 108

鉱業

製造業 384 1,630 2,014

電気.水道 0 166 166

建設 0 827 827

商業.小売り.貿易 108 2,449 2,557

輸送.通信 109 1,615 1,724

金融 0 1,049 1,049

公共行政 222 3,300 3,522

教育サービス 637 983 1,620

医療.歯科.健康.診療サービス 37 518 555

その他サービス 106 998 1,104

計 3,966 13,772 17,738

出典: Solomon lslands 1993
Statiscal Yearbook, Statistics Office
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(5)頭首工建設による下流住民-の影響

貯水池無しの重力澄渡用水供給は事業の形成の条件となる｡つまり頭首工を取水

施設として具備する計画である｡このため事業実施による頭首工建設予定地下流

の住民に対する影響は無い｡

(6)農産物市場

開発事業終了後の農産物市場の面では､最大であるホニアラ市の市場が事業地中

心から4 0 kmの距離にある｡農産物搬出には事業地域内を通過する東西の舗装

国道が利用可能である｡

以上の観点から､本事業の実施は事業地域近隣のみならず､全国土の農業開発に好影

響をもたらすと考えられる｡

2. 6 事業実施組織

調査実施の所轄主務官庁はソロモン諸島政府の農業･水産省農業局農地開発管理部と

なる｡航測写真測量に関しては農業･水産省と協調して土地･住宅省の測量･地図部局

が参加する｡この技術協力は外国援助によることが期待される｡事業の十分な完成のた

め上記両局は必要なカウンターパートと諸手続に対する支援を行う｡他省庁との連絡に

はこのカウンターパートを通じて行われる｡

2. 7 調査の目的

事業対象地域の限られた土地を有効に利用するため､総合農業開発基本計画の策定が

必要であり､調査の主目的は:

( 1 )ガダルカナル平原総合農業開発基本計画の策定

(2)カウンターパート-の技術移転

である｡
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2. 8 調査の方法

全調査期間は約2 7ケ月と見られる｡調査は3つのフェーズに分け,このほか調査と

平行して約1 8ケ月間に航測作業を行う｡

(1)航測図化

航測写真図化は､政府事業とソロモン諸島内の総合農業計画に援助するためで

あり､事業対象地域内の海岸部､平地部､起伏部をカバーした縮尺1 : 1 0, 0

ooのデジタル基本図の作成と縮尺1 : 1 0, 000のデジタル土地利用図を作

成する｡

(2)調査計画

一当初の調査では測量期間中と言う面で制約されるが現地踏査､資料収集を実

施し現状の問題点を明らかにし､事業対象地域での基本的な開発構想を形成

する｡

-測量については､
1 9 7 1年から8 4年にかけ発行された既存の航測写真は

あるが､精度と土地利用の経年変化があり､新しく1 : 20, 000の写真

撮影をし縮尺1 : 1 0, 000の地図作製が必要と見られる｡図化区域は事

業実施対象区域約1, 000km2をカバーするo

一次のステージでは､乾期,雨期別の現地踏査､基本計画樹立のための補足調

査及び事業対象地域の開発資源評価の詳細調査を行う｡

一最終のステージでは基本開発計画と提案された個々の開発事業の方向性を

確認するための補足調査を実施する｡この調査と解析で得られた成果に基づ

き個々の開発計画が決定され､重要性､緊急性､経済性の面から開発の順位

が位置づけられる｡このほか開発の代替案の検討も必要である｡これらの手

順を踏み､総合農業開発基本計画を策定する｡

将来の農業開発区域は利用可能な土地と水資源を有効に利用することと農産物生産

基地を樹立することの面から農業の持つ便益を最大化する必要がある0
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2. 9 調査計画内容

(1)航測写真図化調査

既存の地形図縮尺1 : 1 0, 0 0 0は部分的に調査対象地域をカバーしている｡

しかしながら､地図作製時の航空写真は1 9 7 1年当時のものであり､経年変化

と図化精度が不明なため､新たに縮尺1 : 20, 000の写真撮影を実施し､縮

尺1 : 10, 000の地形図と土地利用図を作成する｡図化範囲は約1, 000

km2必要と考えられる｡

( 2 )総合農業開発基本計画の策定調査

この調査は､事業対象地域のM/P及びF/S調査であるo調査は次の3フェ

ーズが提案される｡

-

準備及び初期調査(開発計画の基本構想の樹立)

- 乾期･雨期詳細調査(基本構想の妥当性の確認)

一 個々の開発計画の策定

将来の農業開発地域では可能性を持つ農業便益を最大限に引き出すことが重

要であり,利用可能な土地資源､水資源の効率的な使用と農産物供給基地の建設

が最終の事業目的となる｡

(3)準備及び初期調査

この調査は､全体の行程が長くなりすぎるため航測作業と同時期に行うことが

望ましい｡初期調査では開発の基本構想を樹立するための調査対象地域の現地踏

査を実施すると共に､航測作業との調整､水文･気象観測所の設置､水位計の設

置､水質試験の実施等が提案される｡

(4)乾期･雨期詳細調査

乾期･雨期の調査を通じて水文･気象観軌､解析を始めとし､農業･農業経済･

村落共同組織の検討がなされるo港概可能地域のポテンシャルの調査と開発の順

位を検討することが主目的となる.その効果発現には土壌調査･排水計画･開発

代替案の調査が伴う｡また稲の他､オイルパーム･カカオ･ココナッツなどの農

園経営､木材生産､家畜､地方農村のための小水力発電等の地域開発因子を検討

する必要がある｡特に農業の中の稲作については､ソロモン諸島の中では数少な

い経験であり､開発後の農業経営は耕作のやり方､導入品種の選定､病害虫-の

対応､収穫前の落水､機械化に対応した稲刈り･脱穀､生産物の集荷･販売まで

2-13



如何に軌道を敷くかが成功の是非となる｡畑作物に関しては､輸出を考慮しなけ

れば現状と同様､ホニアラ市-の供給基地であれば良く､用水の管理は不要で､

ガダルカナルでの農家聞き取りの結果では今でも農民の対応能力･生産能力は高

い.この面で､開発には稲作･畑作の農業経営を組み込むべきである.開発の難

点としては､ソロモン諸島国での慣習法による親族･家系･村落共同体住民のみ

-の土地の譲渡方法が存在している｡

(5)個々の開発計画の策定

第3段階の調査フェーズは総合農業開発事業としての地域区分を確定し,下記

に示す個々の開発計画のレイアウトが提案される｡
一

既存小規模農地の整備改修

一

新規濯概排水施設建設

一

農道建設

一 橋梁建設

一 精米施設設置

-

肥料･農薬供給センターの建設
-

多収量･高耐性優良種子生産･供給農場の建設

一

農業機械修理工場の設置

一 小水力発電所の建設と配電計画の樹立

一

小規模飲料水供給施設の設置

一 農産物一次産品加工処理工場の建設

一

村落基盤整備

一

牧草地開発

一

再植林計画

一

水管理･施設維持組織の設立

一 農業高校の拡充などトレーニング･プログラムの作成

-

その他

上記開発計画に対し､それぞれの事業費算定､維持管理費算定､開発優先順位の

設定､工事計画､事業の経済効果の評価等が実施される｡
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第3草 地形図作成計画

3. 1 ソロモン諸島国における既存地形図の整備状況

1)地形図整備機関

ソロモン諸島国における地形図作成･整備を担当している政府機関は土

地･住宅局の測量･地図部門(Surveyand Cartographic Division, Ministry

of Lands & Housing)であり､下記の人員により構成されているo

- Survey Section

- Cartography Section

- Printing Section

- Hydrograpby Section

計

名

名

名

名

0

0

9

9

2

2

なお､現在Hydograhyerが1名､ 6ケ月間の予定で､日本に於いて研修中

とのことである｡

測量･地図部門の現在における主要保有機材は下記の通りである｡

-プロッター(Wild-8)

-コーディネイトグラフ
ー

S/Wの写真処理施設

-トランシット
ー レべノレ

ート一夕ルステーション

ー GP
S

- Map lnfoのシステム

2台

1台

1式

15台

15台

4台

2台

1台

なお､空中三角測量は現在のところソロモン諸島内では実施しており､オ

ーストラリアに依頼している｡

2)地形図の整備状況

現在ソロモン諸島において整備されている地形図は下記の通りである｡
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a. 縮尺1:250, 000地形図

RoyalAnstralianSurvey Corpsにより1 9 8 1年に縮尺1 ‥ 2 5

o, o o o地形図が全土に亘り整備された｡

b.縮尺1:50, 000地形図

縮尺1 :250, 000地形図と同様に1981年にRoyal

AnstralianSurvey Corpsにより全土に亘り整備されたo現在､

AnstralianDefense CooperationProgramにより縮尺1 ‥ 5 0 , 0

o o地形図の改測を実施中とのことである｡なお､その他の縮尺の

地形図に関する改測の予定は現在のところ無い｡

c.縮尺1 :10, 000地形図

ガダルカナル島の北海岸中央部に関しては1 9 8 0年にソロモン諸

島国の測量･地図部門により縮尺1 : 10, 000地形図が12面

整備された｡しかしながら､この地形図は作成年度が古いことと植

生･土地利用が正確に表現されていないこと､ガダルカナル平原全

域をカバーしていない等の間者点を含んでいる｡

a.縮尺1 :2, 500地形図

ホニアラ市の周辺に関してはソロモン諸島国の測量･地図部門によ

り合計34面の縮尺1 : 2, 500地形図が整備されているが､そ

の作成範囲はホニアラ市の周辺地域に限定されている｡

3)既存航空写真の整備状況

ガダルカナル島全域をカバーしている航空写真は1
9 8 4年にN･Z･

Aerial Mapping Ltd.により撮影されたものであり､現状の植生とは大きく

異なっていると考えられる｡大縮尺の航空写真としてはホニアラ市周辺に関

して1992年に縮尺1 : 2, 500の航空写真が撮影されている｡

4)航空写真の撮影方法と国外持ち出し許可

ソロモン諸島国においては､これまでオーストラリア,又はニュージーラ

ンドの航空写真測量会社により実施されてきた｡ソロモン諸島国から国外-

の航空写真の持ち出しに関しては明確な法律は無いとのことであるが､これ
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までにおいてはオリジナル･ネガ･フイルムをソロモン諸島国に保管し､コ

ピーを持ち出すという協定書をオーストラリア又はニュージーランド等と締

結して航空写真の持ち出しを実施しているとのことである｡

3. 2 ガダルカナル平原地形図及び土地利用図作成計画

1)対象地域

ソロモン諸島国ガダルカナル平原地形図及び土地利用図作成の範囲は､海

岸部､平坦地部､丘陵部からなる約1, 000km2である｡

2)既往測量データ等

調査対象地域内のデータとして､ソロモン政府は海岸部を対象とした航測

図､縮尺1;10, 000を1971年から1976年にかけ､ 12葉発行

している｡しかしながら､ガダルカナル島の開発に伴うその後の土地利用の

経年変化が大きく､そのままでは本計画策定には使用できないと考えられる｡

トラバース点､水準点など埋設されてはいるが､それらの正確な地点､測量

方法､精度等については､不明である｡更にこれらのコントロール･ポイン

トは1 986年5月の大型サイクロンにより､相当の被害を受けていると推

定される｡このため利用可能な既測量データは､調査開始前にチェックすべ

きである｡

3)調査作成期間

航空写真測量による調査作成期間は国内外の作業を含め､ 2カ年に亘り､

1 8ケ月を必要とする｡

4)初年度の作業

初年度の作業は下記の通りであるo

一

標定点の検討

一

石標埋設

一

航空写真撮影､縮尺1:20, 000

-

GPS､グローバル･ポジショニング･システムによる地上多角コ

ントロール･ポイント測量
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一

地上水準測量

- デジタル地形図作成のための地上地物測量

一

空中三角測量

-

デジタル航空写真地図の作成､縮尺1 : 10, 000

-

供与機材の検討

5)第2年度の作業

-

デジタル地形図のための地上補正測量

一

土地利用図作成のための地上土地利用測量

一

供与機材-のデジタルデータ(地形図および土地利用図データ)の

インストール

ー

デジタル航空写真地図の作成､縮尺1 : 10, 000

-

最終デジタル図の作成､縮尺1 : 10, 000

6) 航測写真撮影作業基準

ソロモン諸島内での地上測量開始に先立ち､下記の条件で縮尺1
: 2 0,

o o oで航測写真を撮影する必要がある｡

ー

航測写真撮影縮尺

一

撮影オーバーラップ

ー

コース･オーバーラップ

ー

写真タイプ

: 1 : 20, 000

:標準60%

:標準30%

:黒白
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第4章 総合所見

4. 1 調査対象地域

調査対象地域(study Area)はガダルカナル島南部を走る山稜の分水嶺の北側､

ルンガ川流域およびシミウ川流域に囲まれた約2,680平方キロで､計画対象地域

(Objective Area)はその中の海岸から丘陵地帯までの約1,000平方キロにしてお

り､この計画対象地域の総合農業開発基本計画を策定し､小規模のものから時間

を掛けて順次手がけていき徐々に規模を拡大するような方向付けを目途とした計

画を今後のスタディの中に織り込んでいるo

4. 2 プロジェクトの位置づけ

1)ソロモン諸島の耕作可能面積は全島併せて約3 0%であるが､国家的見地

からこの農業開発基地を考慮した場合､まとまった面積を提供できる所は

ガダルカナル平原だけである｡

2)ガダルカナル平原は土壌､地形､水資源量および農業気象条件が農業開発に

適している｡

3)開発後のプロジェクトは首都ホニアラに近接しており､完備された国道があ

るため流通には好条件である｡

4)土地所有が開発のネックになっているソロモン諸島の中でも､この地域は比

較的政府所有の土地が存在するため開発がやり易い｡

5)このような農業開発を首都のあるガダルカナル島で実施した場合､近隣地蟻

および他島-の波及効果が大いに期待できる｡

4. 3 調査対象地域および計画対象地域設定理由

1 )ソロモン諸島には未だ国家の基本となる総合農業開発基本計画が策定されて

いない｡
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2)台湾が現在実施している試験圃場のみでは波及効果の発生には多大の時間

を必要とし,ソロモン諸島の将来を考慮に入れてこの地域の総合農業開発

基本計画策定が有力な国家開発のアプローチと考えられる｡

4. 4 調査終了後の戦略

1)この国の開発状況および経済状況を考慮した場合､小規模のものから時間を

かけて順次辛がけてゆき徐々に拡大するような方向付けを目途とする必要

がある｡

2)政府=所有の土地の開発にプライオリティを与える｡

3)最近ソロモン諸島では米食噂好に変わりつつあり､米が注目されている｡こ

のような状況に加え,この地区は雨期及び乾期を通して十分な水源量が期

待でき､その上投資効果を考えた場合､作目としては当然米作から開始す

る事が望ましい｡

4)プライオリティ地区のインフラ整備を同時に開始し､アクセスを確保すると

共に､併せて上流域丘陵地帯の荒廃地の対策(植林またはオイルパーム等

の栽培)を行い､下流域人の洪水被害の減少の努めるo

5)プロジェクト実施開始に際しては､プロジェクトの運営､指導が重要であり､

技術協力としての国際協力事業団(∫ I CA)からの専門家派遣(農業及

び濯蔽排水)が将来必要と考えられる｡農業の専門家は､特に営農､栽培､

作物防疫等の実務に力点を置きたい｡これらは今後のプロジェクトを成功

裏に納めうるかどうかの重要なファクターになると思われる｡

6)長期的な展望から,農業普及員の育成を目的としたINSTITUTEの設立が提案

される｡
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図－3t調査対象地域と事業対象地域図



図一3.2調査地域の流域図



図ｰ3.3　ガダルカナル平原農業適地範囲



図－3．4　ガダルカナル島土壌図
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図－3．6　ガダルカナル島地勢分類図
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PREFACE

This report describes an outline of the results of neld survey and
basic concept for

Agricultural Development for Guadalcanal Plains and Rere Region (from the

Lungga River to the Simiu River) in the Solomon lslands･

The report was justdrawn up roughly in an extent of insufrLCient understanding

because of a shod period of the field survey and the study.
Therefore･ the study on

the above wi" be made as soon as possible a允er we return
to Japan･

According to the suⅣey'the Study Area has high agricultural
development potential

from the view points of water resources, land resources･ agroclimatic conditions,

and ma｢ketab‖ity.

Therefore. the early realization of the projectsurely contributes
to the stabilization

of people's live仙ood and achievement of self-su冊ciency･
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1 0BJECTIV∈S OF AGRICULTURAL DEVELOPMENT

The objectives of agncultura[ development are set up as follows in the Solomon

lslands:

To stabilize livelihood of the people providing suitable agncultural
infrastructures in accordance with the government program

To contribute to the ｢eg10nal needs to increase agrlCultural production

with the aim of achievlng Self-sufficiency

The future agncultural development area should aim to maximize the potential

agnculturaJ benefits through efrLCient use of the available land and water resources

and to establish the agrJCultural production base.

2 BASIC CONSIDERAT10NS TO ACHIEVE丁目E OBJECTIVES

.n formulating agrlCultural development plans, the fo"owlng PnnCiples are defined

as guideline :

- FertiJityoflands,

- Adequacy and reliabilityofwatersupply,

一 丁echnical and economical soundness,

- Lowest practicable cost of water and seⅣices, and

Efficient operation and management.

In the case when the above guideline is taken into consideration, the firstpriority for

a9l-1Cultural development should be glVen tO Guadalcanal Plains and Re｢e Region

( from the Lungga Riverto the Simiu River ).

However, as ag｢】cultural development strategy for the Guadalcanal Plains and

Re｢e Region, integrated small scale development should be proceeded first,and

then its scheme size should be expanded gradually accordin9 tO 一abour availability.

3 AClrlVl-rlES AND DATA COLLEC110N

The major activities were focused on (1) co"ection of data, and (2) field

reconnaissance survey. For the survey, special attention was paid to the fo"owlng

items:

lnitialfield inspection for fam]liarization with the existing schemes
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Data co"ection, review and process for existing. ongolng SChemes･

previously studied schemes, and over the basin on soils and agnculture

including lrrLgation and drainage

site visit for assessment for existing development plans

Grasp of basin needs and study objectives

Assessment of effect of schemes on development for change in present

conditions in basin from view point of agnculturaL
development

studies on supply or augmentation of irri9ation water to future

development areas, and

studies on installation of sma"-scale hydropower plants

As to the survey itinerary, refer to the Attachmentll ･

3.1 Collection of Data and lnformation

Relevant data on fa-ng practices, yields of agrICuJturaJ products, irrigation

method, rotation system, water management, operation and maintenance for the

existing agrLCuttural projects
were collected･ Both of Ministry of Agriculture

&

Fisheries, and Ministry of Lands & =ouslng mainly furnished
data and infomation

to the stlJdy team･

Ln order to facilitate the survey and to obtain more available
data･ request for the

data was previously made in writing to the counterpart･
The data which was not

available at the Ministry of Agriculture
& Fisheries was requested through the

counterpart to the authorities concerned･
The co"ected data are listed up, and the

summary of the collected data items is
as fo"ows :

Repo什s,

Land use map (Land system) in 1973,

AgriculturaI Opportunity Areas in 1973･

Soilmap,

statistics data on the Solomon lslands.

The above details of co"ected data are shown in the Attachment-2･
The co"ection

of data and information
were carried out at the fo"ow]ng ofrLCeS

:

section of Farm Development & Management, the Ministry of

Agriculture and Fisheries in Honiara

Ministry of Land and Houslng in Honiara
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Ministry of National Plannlng and Development irkHoniara

Ministry of Forest Environment and Conservation in Honiara

Statistic Office, Ministry of Finance in Honiara

Trade Office, Ministry of Commerce, Jndustries & Employment in

Honiara

Guadalcanal Provincial Government in Honiara

Malaita ProvinciaI Government in Auki

As to the persons concerned for the survey, refer to the Attachment-4. 1n addition to

information obtained at the above authorities concerned, the local interviews with
some farmers were performed at the existing projects and the future agrICuJtural
development areas about farmlng Practices, rice production in dry and wet

seasons, troubles to be solved. aspirations and expectations toward agr(cultural

deve一opment, etc.

3.2 Field Reconnaissance SuⅣey

Field reconnaissance survey was carried out for the existing agncultural
development schemes, and the future agrJCultur白I development areas. 1｢he survey

was made to clarify the existing problems with visual survey and local interview with
some farmers at sites.

For the existing agricultural development schemes, survey was made to confirm (1)
the present operation and maintenance condition of farm facilities,(2)the presence
or absence ofd｢ainage system, (3)the condition of paddyfields, (4)the condition of
farm roads, (5)the problems of the schemes, and (6) beneficiaries, etc.

For the future agrlCultural development areas. special a廿ention has been paid to

mainly grasp the fo"owlng conditions :

Topography of the bene冊ted areas,

Land and soils,

Prevailing condition of these schemes for the wet season,

Water use condition,

Drainage condition,

lnundation condition,

Condition of we"s,
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presence or absence of rainfed paddy fields,

Rice produdion in wet season,

Variety of paddy,

Aspirations and expectations toward agncultural
development,

AcCessibility to the projectsites,

Wate｢ l■ights,

Man power,

Land ownership,

Land acql｣isition, and

Construction materia一s.

The cost and transport of construction material has a significant
impact on the cost

of agrlCultural development･
Therefore, construdion materials should be used

as

much as possible which can be locally obtained･

4 PREREQUISITE COND]T10NS FOR FORMULATING AGRICULTURAL

DEVELOPMENT PLAN

l叩lannlng new Water Supply system i= the future agrlCultural
development areas･

gravity system without a reservoir is regarded as the given condition･
Based on this

concept, the extents of gravity command
were estimated･ paying attention to the

selection of the approximate locations of water
sources facilities and presupposlng

elevation and Location of the highest pa什of
the potential irrigation areas･

on the basis of the conditions mentioned in the above, demarcation of
the potential

future agricultural development areas was carried out by uslng topographic maps at

1 :50,000 scale. However, the future agricultural
development areas have not been

exactly demarcated yet because bf insufrJCient
indication of elevations and

indistinct contour Lines which are very Important materials
in the case of the study.

The area demarcated above is regarded as the Study Area for the future

agncuLtural development･ Consequently7 the Study Area was roughly decided in

Guadalcana[ plains and Rere Region ( from the Lungga Riverto the Simiu
River )

with the coverlng area Of about 1,000
km2･
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5 TECHNICAL FINDINGS

5･1 Present Situation in the StudyA｢ea

(1) Geographic and AgrocLimatic Conditions

The Study Area can be classified into three (3) parts, that is, mountain area, wavy
hiJly area and flat plain area･ There exists the mountain area of which the highest

peak is more than 2,300 m and annual rainfa" of about 2,000 mm to 2,500 mm in

the area provides abundant water resources to the Study Area･

The elevation of the hmy area ranges from about 100 m to 25 m･ plantation crops

(mainly oil palm, coconut and cacao) are widely planted in the 一ower area with
elevation of less than 50 m. The area with elevation of less than 50 m is flat and
fertile.Therefore, agrlCulturaJ potential here is high and the area is considered to be

utilized in various ways such as diversified agnculture, irrigation, and plantation
development.

Climate in the Study Area is characterized by troplCal monsoon･ The average

annual rain fa" in the Study Area varies from about 2,000 mm in the coastal area to

2.500 mm in the mountain area･ According to the monthJy rainfall, duration from

November to Ap｢il is de伽ed as the wet season and from May to October as dry

Season.

The soils of plains and hi"s include soiJ with high organic content in the surface
layer, weathered igneous sediments in the sub-surface layer, and soils which are

well weathered and generally 一ieon hilly area called laterite.

(2) Coverage of Existing Plantation

Most of the fertile and flat lands suitable for rice cultivation and vegetable

production have already been occupied with oil palm plantation and coconuts

plantation.

These areas are located along the national highway and within the extents of

gravity command･ These areas have high potentiaJity for agricultural development,

and should be the agncultural production base in the future.

(3) Crop Production

At present there are only about 10 ha of cultivated lands and about 750 ha of

abandoned lands for paddy fields and rainfed fields in the Study Area･ ln 1996,

peop一e which is equlValent to about 10 % of the population in the Solomon Islands

is cultivating the land of the Study Area.

Jn the StudyArea, major food crops are maize. cassava, soybeans, groundnuts and
traditional root crops･ Recently, special attention has been paid on cultivation of
food crop, that is, rice, because ithad become a staple diet in the Solomon lslands.

There is, however, a severe shortage of rice supp一y in the So一omon lslands and

about 21,000 ton of the present demand (in1994) is bought from other countries.
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Judging from the increase in rice consumption based on the data by statistical

bu"etin, this amount of rice can not cover the future demand
ford the山hole people

in the So一omon lsland.

Major vegetables produced in the Study Area are chili･vegetable･ and
beans which

can grow under hot and dry cLimate･ Fruits are produced mainly
HI Sma" scale like

home yard but not in large scale plantation.

wet land paddy is divided into rainfed and
irrigated･ Most of wet land paddy in the

demonstration farm in Honiara is irrigated and enjoys high yield of 5 to
6 ton/ha in

1995.

cropp】ng season is from November to April in ra･lny Season and from May to

october in dry season･ Nursery period is 20 to 30 days･ ln wet land paddy
area only

transplanting method is practiced despite relatively scarce
Labor force･

(4) Existing Problems

ltis assumed ther?are variety of problems
for farming practice･ The existing major

problems for farm[ng which were encountered
during the neld interview are as

foltows :

water shortage for irrigated rice in dry season,

crop damage caused by wide range of pests, and animals,

Labor shortage,

Low soil fertility,

High transpo代ation cost,

Untimely supply of farm l叩utS,

No function of Cooperative,

Low farm mechanization level, and

No availability of farmer's credit,

5.2 Ava■ilable Topograp｢lic Maps

Fo"owlng topographic maps are available for the future study･ However,
it is

considered that those topographic maps
do not show-the present 一and use due to

the agtng problem･

a. Guadalcanal lsland
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1･ 1:50,000 scale topographic maps published in 1984 coverwhole
Guadalcanal : Total 1 sheets

2･ 1:10,000 scaletopographicmaps published in 1971 and panly

revised in 1980 cover the western part of GuadaJcanal plains :

Tota1 12 sheets

3. 1:2,500 scale topographic maps published in 1969 and revised in

1975,1976 and 1977 coverthe area between Honiara city and
Henderson al｢PO｢t : Total 4 sheets

b. Malaita lsland

l. 1:50,000 scaletopographic maps published in 1984 coverwhole
Malaita lsland : Total 12 sheets

2･ 1:10,000 scale topographic maps published in 1975 coverAuki

town and surrounding area : Total 6 sheets

6 PRELIMINARY ASSESSMENT OF AGRICULTLIRAL DEVELOPMENT

POTENTIAL

The provision of irrigated agrlCulture uslng high yield varieties and associated

lnPutS is conceived as a means of ra[slng farm incomes to a viable level and

attaining a sustainable ag｢lCultu｢e. ~｢he most important irrigated crop IS rice which
forms the basic staple diet of the inhabitants. At present, the Solomorl lslands is an

importer of rice from other countries. Agricultural development projectwith irrigation

system wi" contribute towards self sufrrciency. The Study Area is within the humid

tropics in which a wide range of tropical crops can grow.

The study of agnculture and irrigation potential in the Study Area is a maJOr

component of the water resources study. ~｢he plannlng Of future water resoLlrCeS

developments requlreS that studies of individual aspects are brought together in a

framework capable of integrated anaJyses to produce agrlCultural development

plan.

The assessment of agrlCultural development potential is based on the fo"owlng

factors :

Agroclimatic conditions,

Water availability,

Land and suitab一e soils,

Profitability and marketability,

Farme｢s'motivation and their farmlng Sk‖,
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Crop productivity,

Labor force availability,

Farm input availability, and

Accessibility to the scheme area･

In the above factors, soil condition, farmers'motivation, and accessibility were

intensively surveyed at sites･ The suitability of soils
to support irrigated crops and

the properties of these soils in
terms of moisture holding capacities, percolation and

saturation requ[rements are imponant factors in determining potential for irrigation･

7 BASIC CONCEPTS FOR FUTURE AGRJCULTURAL DEVELOPMENT IN

GUADALCANAL PLAINS AND RERE REGION

According to climatic conditions･ the Study Area belongs
to troplCaJ zone with slight

temperature fluctuation throughout the year･ Lt is characterized by high

temperatures, abundant rainfall and a division of the year
into two seasons: dry and

wet.

Apart from uneven distribution of rain fa" throughout the year･ the climatic and soil

conditions are favorable for growlng Second and even
third crops･ These conditions

make it possible for to continuous cultivation
throughout the year. From the

viewpoint of temperature conditions･ quality of soils･ and
the volume of rainfa"･ the

proposed areas are very suitable for agncultural
development･ This will be possible

only with the introduction of irrigation which will also
help to stabilize ralny Season

crops and expand dry season crops･

ln order to utilize the Limited Land effectively, comprehensive study is required

including Guadalcanal Plains and Rere Region･

Assessing the feasibility of gravity command for the Study Area requir?smore

detailed topographic maps･ [n addition･ delineation offuture potential
area lS made

from broad and comprehensive viewpoints pay(ng attention to the factors such
as

water sources available for irrigation, agricultural conditions･
land use･ soil and land

suitability, influence of flood, and drainage conditions･

within the Study Area, certain areas w"A not be irrigated,including
Iand Loca"y out

of command, Land Loca"y with unsuitable soil for cu)tivation･ roads･ settlement, etcI

At present, the Gross Study Area can not
be delineated because of insufncient

indication of elevations and indistinct contour
lines of the topographic maps with

1/50,000 scale･ The topographic maps are very Important materials
in the case of

the study.

Ln comprehensive study'the foltowlng maps Should be prepared
:
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1. Topog｢aphicmaps

2. Presentlandusemap

The basic concepts for future agrlCuJtural development are roughly defined as

follows:

1. Theflat area should be used for rice and vegetables production.

2. The oil palm plantations shou(d be transferred to hi"y areas after

expi｢ation of the Contract.

3. ~｢he irrigation development should be carried out as soon as possible

with sma" scale, Namely sma" scale agncultural development projects
are integrated in future agricultural development first.1｢herefore, the size

of the water source facilities should be so enough that can cover the

future extension.

4. The stabilization ofelectric supply to the fa｢mlng areas Will promote both

the modernization of people's livin9 and the development of the

agrJCultural infrastructure uslng irrigation and drainage pumps as we" as

the introduction of various processlng facilities for agrLCultural products,

thereby developlng agrlCulture in the reg10nS aS a Whole.

Therefore, in formulating agncu[tura[ development projects
in the future,

itmay become necessary to review the possibility of small-scale hydro-

power generation.

5. From view point of future water supply, the watershed management is

required. 1rhe cleanng of forest land on steep slopes in the upper

catchments of the rivers has caused serious soil erosion on the

watersheds and flooding downstream. 1rhe degradation of these

catchment areas gNeS a threat on lowland areas. Therefore, the

successful erosion and sedimentation control wi" necessitate inter-

ministerial co"aboration.
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